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町
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世
ヒ
し
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f

u
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j
l
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、
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乙川山

br時
中
~
革
せ
ん
と
ず
る
枇
品
円
七
義
的
-M
揚

と
闘
家
主
一
戸
的
文
揚
と
の
針
立
は

至
る
と
こ
ろ
に
於
一
一
見
ら
れ
る
、
今
や
世
界

ω
諸
閥
家
も
次
第
に
と
の
左
中
h
h
u
雨
陣
皆
に
分
割

さ
れ
つ
、
あ
る
。
而
も
我
々
は
こ

ω
相
針
す
る
鑓
革
的
立
場
の
何
れ
か
に
立
っ
て
現
代
日
本
れ
新
革
期
に
底
す
べ
き
で
は
な
く
・
先

ν、。

よ
り
具
照
的
在
る
立
揚
を
砕
立
し
た
け
れ
ば
た
ら
た

と
れ
が
異
に
図
民
主
義
的
立
場
と
呼
ば
る
べ
き
も
の
で
あ
る
と
と
は
既
に
述
べ
た
と
と
る
で
あ
る
。

づ
乙
の
相
割
立
す
る
と
こ
ろ
の
立
揚
を
批
判
し
止
揚
す
る
と
と
に
よ
っ
て
、

而
も
か
く
の
如
き
閥
民
主
義
的
立
場
を
確
立
せ
ん
と
せ
ば
.
先
づ
そ
の
某
礎
た
る
歴
史
観
を
砕
立
し
た
け
れ
ば
な
ら
た
い
。

乙
~'L 

一
つ
の
賓
践
的
立
場
は
、
そ
の
針
象
た
る
歴
史
的
批
舎
的
賓
在
の
本
質
視
の
上
に
叫
開
立
さ
れ
得
る
も
の
で
あ
り
、

乙
の
賃
在
本
質
観

は
そ
の
最
も
具
隣
的
た
る
形
に
於
て
歴
史
観
な
る
が
故
で
あ
る
。

我
々
は
壌
史
上
に
於
て
ご
つ
の
偉
大
友
る
史
観
kr見
る
。
へ
1
U
ワ
ル
歴
史
観
と
マ
ル
ク
ス
史
観
と
か
即
ち
と
れ
で
あ
っ
て
、
前
者

は
図
爽
宇
一
義
的
衣
場
を
、
時
偶
者
は
枇
A

宵
幸
山
骨
許
可
的
究
揚
b-
茶
時
聞
付
け
る
も
の
で
あ
る
。

と
の
相
開
立
す
る
史
親
を
批
判
し
止
揚
す
る
と

拙稿「新岡民主義の立場」本誌第四十三巻第四説第五続参照。J) 



と
に
よ
っ
て
、
議
に
、
図
民
主
義
的
立
場
を
基
礎
付
け
る
べ
き
と
と
ろ
の
歴
史
観
を
明
に
し
な
け
れ
ば
左
ら
な
い
。

二
、
圏
実
史
観
、
祉
審
史
観
.
国
民
史
観

先
づ
マ
ル
ク
ス
史
観
の
枇
合
史
槻
と
し
℃
の
根
本
的
立
場
を
明
に
せ
ん
に

杭
合
主
義
な
る
も
の
は
、

人
間
の
本
質
的
友
有
方
を

市
民
枇
命
日
的
に
考
へ
る
が
故
に
、

人
間
歴
史
の
進
展
を
も
市
民
枇
舎
の
構
治
に
於
て
考
へ
る
こ
と
L
没
る
。

郎
ち
と
の
市
民
枇
合
の

封Il

盤
貴
ぬ
寸

も
(/) 

l土
経
1作
創:
合
.で

あ
る
カリ)

そ
こ
に
於
て
は
物
質
的
慣
値
が
生
産
分
配
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
も
の
と
し
て

本
質
上
宿

ョ

ヤ
I
M
F
I
自
耳
」
一
正
午
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時
四
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一
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民
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ド
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p
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花
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j
r
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J
J
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一
、
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創

i

u

立
場
に
於
て
は
歴
史
は
こ
の
雨
階
級
の
闘
争
に
よ
っ
て
進
挺
す
る
も
の
と
し
て
考
察
さ
れ
る
と
と
L
友
る
。

こ
れ
枇
舎
史
観
で
あ
っ

て
、
そ
の
代
表
的
な
る
も
の
が
マ
ル
ク
ス
史
観
で
あ
る
。
即
ち
マ
ル
ク
ス
史
観
に
於
て
は
一
，
人
類
の
歴
史
は
階
級
闘
争
の
歴
史
で
あ

る。
L
而
し
て
更
に
と
の
支
配
者
階
級
は
現
存
す
る
生
町
闘
係
を
代
表
す
る
も
の
と
し
て
、
被
支
配
者
階
級
は
後
展
す
べ
き
生
産
力
を

代
表
す
る
も
の
と
し
て
、
従
っ
て
雨
階
級
の
階
級
闘
争
は
生
産
関
係
と
生
産
力
と
の
矛
盾
針
立
に
某
礎
付
け
ら
れ
る
。
か
〈
て
E
の

枇
曾
史
観
は
、
所
謂
唯
物
史
観
と
た
る
の
で
あ
る
。
と
れ
に
針
し
闘
家
主
義
の
立
場
は
人
間
の
本
質
的
た
有
方
を
岡
家
的
存
在
に
於

て
考
へ
る
が
故
に
、
人
間
歴
史
の
進
展
も
凶
家
的
存
在
の
構
造
に
於
て
考
へ
ら
れ
る
。
乙
の
岡
家
在
る
も
の
に
於
て
は
同
家
の
機
力

意
志
が
最
高
な
る
も
の
で
る
っ
て
、
人
々
は
と
れ
に
封
し
服
従
の
闘
係
に
立
つ
、
故
に
こ
の
立
場
に
於
て
は
闘
家
意
志
友
る
も
の
が

人
間
枇
舎
に
於
け
る
最
高
原
理
で
あ
り
、

-
0
2
2一一円
E
C
O毛
色
円
と
云
は
れ
る
と
と
ら
の
も
の
で
あ
る
。
人
間
は
こ
れ
に
絶
叫
割
的

に
限
従
す
べ
き
も
の
で
あ
り
「
法
に
従
ふ
意
志
の
み
が
自
由
で
る
る
。
」
か
〈
既
に
超
人
間
的
た
性
質
を
有
す
る
諸
国
家
意
志
友
る
も

闘

民

生

命

史

蔵
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競

の
は
、
更
に
超
人
間
的
左
る
何
物
に
か
恭
礎
付
け
ら
れ
る
こ
と
L
た
り
、

か
〈
て
岡
家
史
観
な
る
も
の
は
本
質
上
形
而
上
事
史
観
と

こ
の
史
観
の
代
表
的
な
る
も
の
は
へ

l
F
ル
史
観
で
あ
っ
て
、
そ
こ
に
於
て
は
岡
家
意
志
は
世
界
精
神
君
。
声
明
宮
又
は
岬

に
恭
礎
付
け
ら
れ
た

E
V

卸
ち
「
国
家
と
は
地
上
に
存
在
す
る
と
こ
ろ
の
紳
の
理
念
で
あ
る
o
」
而
し
て
「
柿
は
世
界
を
支
配
す
る
。
一
仰
の

な
る
。

支
配
の
内
容
、
神
の
計
書
の
寅
行
が
世
界
史
で
あ
る
」
。
か
く
て
園
家
史
観
は
枇
命
日
史
観
と
反
針
氏
、
唯
心
史
観
と
友
る
。

然
る
に
既
に
越
ぺ
し
が
如
〈
、
人
間
友
る
も
の
は
木
質
上
何
等
か
の
凶
民
と
し
て
あ
る
も
の
で
あ
る
が
、
闘
氏
史
観
た
る
も
の
は

凹
即
時
山

m
b
ふ
貼
応
仏
鳳
私
に
伝
仰
す
る
も
の
?
あ
る
。
こ
の
閣
民
的
存
棋
に
於
て
は
、
既
に
明
に
せ
し
が
如
く
、
自
然
と
丈
化
と
を

ー、
:
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h
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成
さ

.t1 
て

居
る
(r) 

で
あ

ろ
こ
の
具
閥
的
た
る
閥
民
的
存
在
に
於
け
る
凶
家
の
闘
を

両
的
に
徹
底
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
凶
家
主
義

的
中
止
揚
が
、
ま
た
と
の
も
の
に
於
け
る
枇
舎
の
面
を
一
両
的
に
徹
底
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
一
世
合
主
義
的
立
場
が
成
な
す
る
、

(J) 

c. 

あ
る
。
か
く
て
叫
に
片
岡
的
封
立
的
友
る
雨
者
は
岡
氏
史
観
の
中
に
止
揚
さ
れ
る
こ
と
L
在
る
。

而
も
へ

l
ヂ
ル
に
よ
っ
て
岡
家
史
観
が
、
ま
た
マ
ル
ク
ス
に
よ
っ
て
枇
命
日
史
観
が
成
立
し
た
と
と
は
決
し
て
偶
然
で
な
い
。
今
こ

れ
を
そ
の
生
的
恭
礎
に
つ
い
て
見
る
も
、

シ
ュ
ワ

l
ベ
ン
人
と
し
て
生
れ
て
猫
逸
的
性
格
を
特
に
墜
に
有
し
た
る
へ

1
ヂ
ル
が
、
園

闘
的
統
一
を
続
け
る
が
矯
め
に
十
ポ

ν
才
ン
に
よ
り
探
聞
さ
れ
た
る
後
そ
れ
を
中
心
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
と
の
岡
家
的
統
一
の
完

成
さ
れ
ん
止
す
る
と
こ
ろ
の
プ
ロ
イ
セ
ン
に
於
て
、
哲
製
し
た
る
に
針
し
、
閲
家
な
き
民
族
で
あ
る
且
ダ
ヤ
人
と
し
て
生
れ
た
る
マ

か
く
て
前
者
が
人
間
の
凶
家
的
存
在
を
原

ル
ク
ス
は
世
界
の
資
本
主
義
的
中
心
と
し
て
の
ロ
ン
ド
ン
に
於
て
哲
風
干
し
た
の
で
あ
る
。

理
と
せ
し
に
針
し
、
後
者
は
人
聞
の
枇
合
的
存
在
を
原
畑
一
と
し
て
折
口
副
学
的
に
考
察
し
た
の
で
あ
る
。
我
々
は
こ
の
一
嗣
立
場
の
相
判
立

拙稿「へーザル史質の賛践的格ー誼ー』本誌第三寸ー六巻第四競第五裁参照
拙稿「新関L~主義と閥民共同世ムギ誌一月旗参照
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す
る
現
代
に
於
て
、
見
つ
現
代
諸
問
問
民
の
中
長
も
比
一
閥
的
た
る
岡
民
的
構
治
を
ト
刊
す
る
日
本
に
あ
っ
て
、

正
に
闘
民
・
史
観
を
確
立
す

べ
き
生
的
地
盤
に
ふ
止
っ
て
出
る
の
で
あ
る
。

一
、
園
民
的
生
命
と
国
民
的
制
度
の
鱒
設
法

へ
ー
ゲ
ル
史
観
も
マ
ル
ク
ス
史
観
も
共
に
歴
史
の
設
展
を
間
誇
法
的
、
構
造
に
於
て
把
拐
寸
る
の
で
あ
る
が
、
闘
民
史
嗣
慨
も
岡
氏
の

拠
町
民
社
掛
川
説
法
的
体
地
に
が
、
て
担
問
悟
る
す
。
一
川
も
ツ
で
の
時
諸
法
的
構
法
は
、
仕
汁
々
異
な
る
の
寸
あ
る
。
以
下
光
づ
乙
の
一
明
史
観
に
於

i
l
i
z
-
-
r
r
I
:
f
:
l日
日

h

)

付
る
舞
誌
が
が
村
立
を
札
予
止
r
L
d
-
れ
寸
ξ

E

A
ド

J
J，
vli

nuー
に
〉
持
川
勾
d
ト
k
v
r
vバ
X
J
U
史

h
-
M
N
U
1
U
C
Hけ
と
〆
ト
九

)

o

f
F
Tトル

U
長
打
ヨ
号
せ
に
・

H
一AL
3
R白
川
よ
日
主
や

J
V
2
4
1
I
f
-
-
ι

へ
ー
が
ル
史
観
に
於
け
る
揖
護
法
は
生
命
と
表
現
と
思
解
と
の
構
造
に
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
却
、

「
世
界
史
と
は
精
紳
が
白
己
本

来
の
姿
に
闘
す
る
智
識
を
祈
動
に
よ
っ
て
得
来
る
左
と
み
の
精
榊
の
自
己
表
現
で
あ
る
o'
一
印
、
乙
の
紳
は
自
己
の
生
命
を
闘
民
的
資

在
と
し
て
表
現
し
、

こ
の
表
現
の
別
刷
所
を
通
じ
て
自
己
の
本
質
の
自
覚
に
建
す
る
の
で
あ
る
。
而
し
て
こ
の
榊
の
分
身
と
し
て
の
各

園
民
精
神
の
護
展
に
つ
い
て
も
同
様
の
構
造
が
見
ら
れ
る
。
印
ち
各
K

の
岡
民
精
一
仰
は
「
朝
」
、
「
書
」
、
「
タ
」
に
比
峨
さ
る
べ
き
」
三
段

の
褒
展
段
階
を
経
過
す
る
。
「
朝
」
に
於
て
き
弘
♀

の
欣
態
に
於
て
あ
る
凶
民
精
紳
は
「
重
」
の

E
『

E
n
z

の
欣
態
に
於
て
自
己
を

そ
の
図
民
的
資
布
と
し
て
表
現
し
、
「
タ
」
の
段
階
に
於
て
は
、

こ
の
自
己
の
表
現
せ
し
同
氏
的
資
ホ
を
反
省
す
る
と
と
に
よ
っ
て
、

る
の
本
質
的
自
発
に
到
詮
ず
る
。

乙
れ
と
共
に
、

と
の
岡
民
的
賓
在
は
否
定
さ
れ
、
更
に
他
の
凶
民
精
一
仰
に
つ
い
て
同
絞
の
殻
展
が

友
さ
れ
事
か
く
て
「
必
然
的
た
設
展
の
段
階
に
於
け
る
岡
氏
精
紳
の
各
原
理
は
そ
れ
自
ら
一
の
一
般
的
精
榊
の
契
機
に
す
ぎ
な
い
。

そ
の
一
般
的
精
神
は
と
の
原
理
を
遁
じ
て
歴
史
に
於
て
白
己
捕
捉
的
綿
間
企
吉
弘
nr

2
F
a
g
L
O
吋
CE--g
円
に
ま
で
高
ま
り
完
了

国

民
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国
間
民
生
命
史
槻

第
四
十
四
巻

~ 
p、

官(&

貌

す
る
と
こ
ろ
の
も
の
で
あ
る
。
」

か
く
の
如
〈
へ
ー
が
ル
史
観
に
於
て
ほ
、
生
命
ム
」
表
現
と
理
解
と
に
よ
る
生
命
の
愛
展
的
構
造
が
明
に
さ
れ
た
の
で
あ
っ
て
、
こ

の
こ
と
は
人
間
的
生
命
の
設
展
的
構
造
を
明
に
す
る
に
と
っ
て
桜
め
て
重
要
で
あ
る
。

即
ち
人
聞
な
る
も
の
は
、
唯
心
的
な
る
も
の
で
も
友
〈
.
ま
た
唯
物
的
な
る
も
の
吃
も
な
く
、
官
三
宮
・
1
“王将

rorzp回。一-牛耳目門

「
心
的
物
的
生
命
統
一
億
」
な
る
が
放
に
、
生
命
と
表
現
と
理
解
と
は
人
生
の
根
本
株
遣
で
る
る
。
先
づ
、
こ
の
人
々
の
相
互
の
交
渉

は
、
直
接
に
時
心
的
に
な
さ
れ
符
る
も
の
で
は
た
く
、
先
づ

ι田
駅

斗

g
E
g
o
-
d
E
d
N
Z
包
括
-
呂
町

P
E『同『一司
F
g『2d
「
感
魔
に
縄
れ

及
川
V
E
、
唯
だ
酬
明
験
し
得
ら
れ
る
の
み
な
石
も
の
」

で
あ
る
と
こ
ゐ
の
内
的
な
る
生
命
佐
身
州
胞
か
一
泊
じ

J

外
は
に
一
次
ほ
し
.
ど
の
炎

現
を
相
互
に
理
解
ぐ

0
2
0
F
S
し
合
ふ
こ
と
に
よ
り
な
さ
れ
得
る
の
ぜ
る
る
。
加
之
人
聞
は
白
己
自
身
を
も
か
く
し
て
は
じ
め
て
知

り
得
る
の
で
あ
丸
。
却
ち
人
々
は
自
己
の
生
命
の
表
現
と
し
て
の
云
篤
言
行
の
湖
解
を
通
じ
て
は
じ
め
て
異
に
客
観
的
に
自
己
を
知

り
得
る
の
で
あ
っ
て
、
只
だ
翠
に
自
己
を
如
何
な
る
人
間
で
あ
る
と
考
へ
る
と
も
未
だ
震
に
自
己
を
知
っ
た
と
は
一
五
ひ
得
な
い
の
で

あ
る
。
更
に
人
間
の
生
命
な
る
も
の
は
、
自
己
を
外
国
介
に
表
現
し
、

こ
の
表
現
を
理
解
す
る
と
と
に
よ
っ
て
自
己
を
殻
展
せ
し
め
行

〈
の
で
る
る
。
例
へ
ば
こ
れ
を
一
人
の
人
の
接
間
的
生
命
に
つ
い
て
見
る
も
、

と
の
生
命
は
事
術
的
作
品
と
し
て
自
己
を
外
界
に
表

現
し
、

乙
の
表
現
に
よ
っ
て
こ
の
稜
展
段
階
に
於
け
る
自
己
を
完
成
し
、

と
の
表
現
を
理
解
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
明
に
自

己
の
事
問
的
生
命
の
内
容
を
知
り
、
と
の
理
解
を
通
じ
て
更
に
自
己
を
護
展
せ
し
め
て
行
〈
の
で
る
る
。

と
れ
を
園
同
時
に
つ
い
て
一
五

ふ
な
ら
ば
、
或
愛
展
ほ
階
に
於
け
る
岡
氏
的
生
命
は
y
諸
の
丈
化
を
表
現
し
こ
れ
を
理
解
す
る
こ
と
に
よ
り
自
己
を
高
め
て
行
く
の

で
あ
る
@

Di1they， Ges， Schrif. s. 87 



へ
I
M
q

ル
史
観
な
る
も
の
は
.
こ
の
入
閣
の
根
本
構
造
と
し
て
の
生
命
と
表
現
と
地
解
に
よ
る
生
命
の
変
誕
の
根
本
機
迭
を
云
は

ピ
繍
大
し
て
榊
の
立
場
に
移
し
、

乙
の
一
川
の
生
命
と
表
現
と
理
解
と
の
日
州
諸
法
的
闘
係
に
於
て
、
世
界
史
の
設
展
的
構
造
を
把
撮
せ

ん
と
し
た
の
で
る
る
。
而
し
て
と
の
ζ

と
に
よ
り
と
の
人
聞
の
根
本
格
治
が
棋
大
さ
れ
明
示
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
故
に
我
h

は
と
の

紳
の
生
命
の
構
造
を
人
間
的
生
命
の
立
場
に
返
へ
す
こ
と
に
よ
っ
て
人
間
的
生
命
の
愛
国
出
的
構
造
を
明
に
し
得
る
の
で
る
る
。

一
の
設
展
以
階
に
於
け
る
生
命
の
設
展
の
構
造
を
明
に

と
の
へ
1
ヂ
ル
に
よ
っ
て
明
に
さ
れ
た
る
生
命
・
表
現
・
理
解
の
樽
治
は
‘

し
得
る
が
、
而
も
一
の
護
展
一
同
階
よ
り
突
の
愛
民
以
崎
へ
の
生
命
の
鑓
革
の
構
法
は
こ
れ
を
明
に
し
得
ぺ
き
も
の
で
な
い
。
か
く
て

•• 

，

l
b
!
?

、

h
F
-
L
》

L
F
A
L
E
-
-
j
]
、
E
:
〉

t
F
E
-
-田

t

1

7

1

:

1

3
つ
月
一

:
?
"
H
1
7
1

~
1
b
L
t
p
z
H
C
1
士

仁
1

芸
M
1
1
一唱

T
I
l
l
J均
ド
一
日

'
R
E
f
-甲
f
c
」
〆
一
，

h
Z刊
さ
い
い
〈
日
戸
、

I
d
i
-
-
十
ヴ

i
d
f
p
t

咽

'
J
l
;
』

j
e
l
l
〈

f
t↑
〈

j

1

1

i

J

J

f

d

i

a

(

i

1

3

l

E

l

J

1

J

I

l

l

-

，

|

|

欣
態
に
於
て
あ
っ
た
凶
民
精
榊
は
.
「
毒
」
に
於
て
諸
穫
の
岡
民
的
文
化
寅
在
と
し
て
自
己
を
表
現
し
、
「
タ
」
に
於
て
は
こ
の
詩
現

貨
を
泊
じ
て
精
神
の
一
般
的
本
質
を
現
解
す
る
。
と
の
精
神
の
一
般
性
〉

5
3
1
5舎
の
向
莞
は
.

そ
の
特
定
の
岡
家
的
質
在
が

内
容
土
制
限
さ
れ
た
る
も
の
で
あ
り
特
殊
性
ロ

U
S
E
-
rヨ
円
に
於
で
あ
る
も
の
友
る
こ
と
を
個
々
人
に
明
に
し
て
、
個
々
人
を
と
の

圏
一
凱
的
全
館
よ
り
引
き
離
な
す
こ
と
、
な
り
‘
か
く
て
国
家
的
責
在
は
亡
び
行
く
と
考
へ
ら
れ
た

郎
ち
と
の
国
民
的
存
在
の
竣
革

の
樽
遣
は
全
〈
特
殊
性
旬
。
芭
ロ
宏
子
。
一
円
と
一
般
性
と
に

2
五
三
三
【
と
の
論
理
的
概
念
の
構
造
に
よ
っ
て
考
へ
ら
れ
た
も
の
で
る
つ

て
、
乙
れ
∞
白
書
三
日
『
『
叩
古
特
殊
性
の
段
階
と
し
て
の
市
民
枇
舎
の
と

fs百
一
三
百
一
戸
普
遍
性
の
門
-
階
と
し
て
の
「
岡
家
L

へ
止
揚
が
考

へ
ら
れ
た
と
同
様
の
構
迭
で
あ
る
。

デ
イ
ル
タ
イ
は
を

ω青
年
へ

l
uゲ
ル
の
研
究
に
於
て
、
「
へ

I
ゲ
ル
山
歴
ω九州問は、

こ
、
に
(
青
年
矧
の
著
作
|
筆
者
註
)
直
接
的

に
現
れ
て
居
る

J

此
等
の
又
は
類
似
の
絞
越
の
讃
荷
は
こ
の
若
き
へ

l
F
ル
の
中
に
偉
大
友
る
歴
史
家
の
素
質
が
あ
っ
た
が
、
而
も

簡

民

生

命

史

観

第
四
十
四
巻

占ノ、

第
三
鋭
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民

生
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史

観
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四

四

君主

量E

第
四
十
回
答

そ
れ
は
彼
が
向
ほ
阪
山
氏
の
聯
闘
を
諸
概
念
の
関
係
の
中
に
同
定
せ
し
む
る
乙
と
を
企
て
る
以
前
に
於
て
ピ
あ
る
と
云
ふ
と
と
を
確
信

せ
ざ
る
を
得
友
い
」
と
一
千
点
て
居
る
が
、
事
賓
と
の
「
府
史
的
聯
闘
の
詩
概
念
の
聯
関
へ
の
同
定
化
」
は
後
年
の
へ

1
F
1げ
に
於
て
著
し

く
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
て
、
彼
自
ら
と
れ
を
「
自
己
を
生
産
す
る
諸
慨
念
同
町
宮
zv
の
順
序
は
、

同
時
に
諸
形
態
。

g
g
z
g

広》

順
序
で
あ

三1)

と
l羽
田

し
て

る

か
く
て
我
々
は
、

と
の
へ

l
uリ
ル
に
於
け
る
歴
史
的
援
革
の
構
造
の
概
念
化
を
打
絞
し
、

と
れ
を
現
貨
の
生
の
橋
治
陀
還
へ
さ
た

付
れ
ば
た
ら
た
い
の
で
る
る
が
、

と
の
剛
制
に
於
て

マ
ル
ク
ス
史
観
に
於
け
る
鰭
誇
法
的
構
造
よ
り
製
ぶ
と
と
る
が
少
な
〈
左
い
。

市，-

へ
1
け
ゲ
ル
の
「
法
の
町
皐
〕
の
つ
批
判
的
修
正
」

E
以
て
械
の
町
周
十
へ
の
泡
酔
一
開
い
た
マ
ル
ク
吋
ハ
は
、

、

:

〆

h
i
z
r
r
v
L
U
-
-

-
H
J
凡

r
-
4
2
u
f
J
ζ
r，I
F

l

4

〈

t
z
一一R
4
4
L
2
J
1
/

と
れ
を
「
顛
倒
す
る
」
と
と
を
心
安
で
あ
る
と
考
へ
た
。
即
ち
彼
は
突
の
如
く
述
べ
て
居
る
。

「
私
は
公
然
か
の
偉
大
友
思
想
家
(
へ

l
ゲ
ル
)
の
門
人
た
る
こ
と
を
承
認
し
た
:
:
:
・
・
爵
諮
法
は
へ

l
ヂ
ル
の
手
に
た
い
て
神
秘

じ
・
な
が
ら
、

化
さ
れ
た
け
れ
ど
も
、

そ
の
こ
と
は
決
し
て
、
彼
が
そ
の
一
般
的
運
動
形
態
を
、

は
じ
め
て
包
括
的
左
且
つ
意
識
的
た
仕
方
で
、
絞

越
し
た
と
云
ふ
と
と
を
、
妨
げ
は
し
一
広
か
っ
た
。
間
誇
法
は
彼
に
あ
っ
て
は
逆
立
ち
し
て
ゐ
る
。
我
々
は
、
紳
秘
的
た
外
皮
の
中
に

こ
れ
を
願
倒
し
友
け
れ
ば
友
ら
ぬ
。
」

合
理
的
な
核
心
を
護
見
す
る
た
め
、

か
く
て
へ

1
Z史
観
に
於
て
、
歴
史
の
原
動
力
を
構
成
し
た
精
紳
|
|
世
界
精
榊
言
問
m
m
U
軒
並
に
そ
の
分
身
を
成
せ
る
国
民

精
神

l
l友
る
唯
心
的
原
理
は
、
今
や
マ
ル
ク
ス
に
於
て
、
物
的
生
産
力

LFO
ヨ
と

2
0
=
s
p
。Lz
r
z
cロ
ω
r
E『円

0・
及
る
唯
物
的
原
理

に
置
き
換
へ
ら
れ
た
。

と
の
も
の
が
恰
も
へ

l
p
ル
史
観
に
於
け
る
精
神
の
如
く
、
歴
史
の
護
展
を
通
し
て
自
己
を
一
貫
し
て
費
ら

ざ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
生
産
闘
係

H
S
E
E
S宅
2
g
-
5
2
8
た
る
も
の
左
の
開
設
扶
聞
係
に
於
て
自
己
を
護
展
さ
せ
て
行

Hegel， Rechtsplilo叩 plie. ~ 3a. 
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〈
。
乙

L?
に
マ
ル
ク
ス
の
唯
物
殻
詮
法
の
根
本
構
造
が
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
が
土
豪
と
友
り
他
の
一
切
の
も
の
は
と
の
上
に
立

ち
、
こ
れ
に
規
定
さ
れ
て
動
い
て
行
く
の
で
あ
る
。
邸
ち

「
人
聞
は
彼
等
の
生
活
の
祉
合
的
生
産
に
於
て
、

一
定
の
必
然
的
の
彼
等
の
意
志
よ
り
樹
立
せ
る
諸
閥
係
を
、
即
ち
彼
等
の
物
質

的
生
産
力
の
一
定
の
後
展
段
階
に
相
躍
す
る
と
と
ろ
の
生
産
諸
関
係
を
、
興
へ
ら
れ
た
も
の
と
し
て
受
け
と
る
。

乙
れ
ら
生
時
諸
闘

係
の
綿
惜
が
枇
舎
の
経
済
的
構
造
.
即
ち
員
賓
の
土
肇
を
形
成
し
、

と
の
土
豪
の
上
に
法
制
的
政
治
的
の

t
居
建
築
が
釘
立
て
ら
れ

そ
れ
に
特
定
の
枇
合
的
た
る
諸
意
識
形
態
が
相
膝
す
る
と
こ
り
の
も
の
で
あ
る
o
」

、，

h
B

、

町

川

か
ぐ
相
隠
し
て
ゐ
る
生
魔
力
と
生
何
時
関
係
L
L
は
や
が
て
矛
盾
関
係
に
陥
る
。

削
ち
「
枇
命
日
の
物
的
生
年
諸
力
は
、

そ
の
冊
目
日
出
の
〕

定
の
段
階
に
於
て
、

こ
れ
ま
で
そ
れ
が
そ
の
中
に
於
て
運
動
し
来
っ
た
と
と
ろ
の
現
存
の
生
産
諸
聞
係
と
矛
盾
に
陥
る
。
此
諸
聞
係

は
、
生
漆
諸
力
mu

設
展
諸
形
態
よ
り
、
そ
れ
の
極
拾
に
締
化
す
る
。
認
に
枇
合
目
的
革
命
の
時
代
が
始
ま
る
。
経
憐
的
某
礎
の
姥
動
と

豆
大
友
上
居
建
築
の
総
て
は
‘
除
々
に
又
は
急
速
に
製
革
す
る
G

」

共
に
、失

に
一
の
時
代
の
次
の
時
代
へ
の
挺
革
に
つ
い
て
、

「
一
つ
の
胤
合
形
態
は
、

次
の
如
く
に
述
べ
ら
れ
て
印
刷
る
。

そ
の
形
態
が
狭

ま
す
ぎ
る
や
う
に
な
る
ま
で
総
て
の
生
産
力
が
護
展
し
て
か
ら
で
た
く
て
は
、
決
し
て
波
落
せ
歩
、
ま
た
新
た
た
、

よ
り
高
度
の
、

生
産
諸
闘
係
は
、
そ
の
物
質
的
た
存
在
諸
僚
件
が
欝
枇
舎
白
鶴
の
母
胎
内
で
争
ま
れ
了
る
ま
で
は
、
決
し
て
従
来
の
も
の
に
取
っ
て

代
り
は
し
た
い
。
」

乙
の
マ
ル
グ
ス
史
観
に
於
け
る
生
産
力
と
生
疎
開
係
と
の
開
設
法
的
闘
係
の
把
据
於
て
は
、
人
間
的
生
命
の
護
展
愛
革
の
揖
誇
法

的
構
造
の
深
き
洞
察
が
見
ら
れ
る
.
先
づ
物
的
生
産
力
た
る
も
の
は
.
人
聞
が
自
然
に
到
し
で
働
き
か
け
必
要
と
す
る
物
財
を
生
産
す

凶
問
民
生
命
史
観

一
六
瓦

f1L 

鋭

五

第
四
十
四
巻

M:1rx， Zur K ritik der po1iti凶chenO:....onomie:. Vorwort. 1) 2) 3) 



関

民

生
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ι 
p、

る
力
で
あ
る
。

か
く
人
出
が
自
然
に
働
き
か
け
る
鴻
め
に
人
身
が
結
ぼ
れ
て
居
る
嗣
係
が
、

生
時
醐
係
で
あ
る
。

放
に
杭
品
開
的
生
産

に
於
て
は
生
産
力
は
何
等
か
の
生
時
闘
係
と
結
ぽ
っ
て
あ
る
。
印
ち
何
等
か
の
生
一
時
嗣
係
に
結
ぼ
れ
で
あ
る
人
々
が
生
産
力
伊
一
夜
抑

じ
て
居
る

ωで
る
る
。

こ

ω生
底
力
な
る
も

ω
は
.

そ
の
一
山
止
の
識
は
反
，
一
胞
に
相
臆
す
る
生
産
胤

r
怖
に
於
一
L

焚
反
し
行
く
の
で
あ
る

が
、
而
も

J

喜
一
肢
に
ま
で
税
反
し
来
る
な
ら
ば
.
最
千
や
こ
の
生
底
嗣
怖
に
於
て
は
技
民
し
得
な
く
た
る
。
即
ち
今
ま
で
生
産
力
の

褒
展
を
助
け
る
も
の
で
る
っ
た
と
こ
る
の
一
生
産
槻
係
は
も
生
産
力
殺
展
の
束
縛
と
な
る
。
か
〈
で
こ
の
被
展
し
来
れ
る
生
産
力
は
そ

の
生
産
附
係
を
破
っ
て
と
れ
を
同
盟
革
し
、
土
り
高
き
生
産
闘
係
に
於
て
一
史
に
新
た
設
展
を
績
け
行
〈
の
で
あ
る
。

と
の
生
経
綱
係
と
生
主
力
と
の
…
問
中
小
内
情
出
は
、

、
、
、

ヂ
し
と
史
f

A

ニ』
1
一
》
し
と

k
p
-
Z児
一
一
〉
い
い
は
i
し

J

K

》
布
長
内

，

ノ

1
4
4↓
』

仁

川

J
t
J
f
t
r
H
I
t
-
-
J
l
L
ピ
グ
日
ヨ
t
l
v
v
t
E
t

寅
在
の
地
目
淘
同
本
貨
の
畑
一
鮮
民
よ
る
否
定
と
云
ふ
が
如
き
械
的
友
且
概
念
的
左
橋
治
と
は
異
友
り
‘

人
々
の
聯
闘
を
構
成
す
る
生
産

闘
係
と
か
く
構
成
さ
れ
た
る
人
々
の
設
い
押
す
る
生
産
力
と
の
相
臆
一
A
一
唐
使
革
の
動
的
友
剛
係
を
明
に
す
る
と
こ
ろ
の
も
の
で
あ
る
。

マ
ル
ク
ス
は
か
く
の
如
く
、
人
闘
を
結
ぶ
胤
係
と
か
く
闘
係
す
る
人
聞
の
カ
と
の
聞
に
於
け
る
帰
説
法
的
嗣
係
を
深
〈
把
握
し
た
の

で
あ
る
が
、
然
し
人
聞
の
市
民
枇
合
的
布
方
を
根
本
的
た
る
も
の
と
考
へ
た
7

ル
ク
ス
は
、

と
れ
を
本
質
的
に
経
済
枇
舎
に
つ
い
て

考
察
し
た
。
故
に
.
こ
の
人
間
胤
係
は
経
済
枇
舎
に
於
け
る
人
聞
の
生
産
闘
係
と
た
り
、
人
聞
の
力
は
経
済
的
な
生
産
力
と
・
去
っ
た
。

而
し
て
他
の
一
切
の
人
間
生
活
は
こ
の
上
に
規
定
さ
れ
て
居
る
も
の
と
考
へ
ら
れ
た
。
か
く
て
人
類
の
歴
史
は
粧
品
何
枇
合
的
階
級
闘

守
の
歴
史
と
た
り
、
ま
た
人
類
歴
史

ω
時
代
は
「
経
組
問
的
枇
曾
形
態
の
諸
時
代
」
何
百
円

F
g
与

E
D
r
o
s
s
-円
r
E
C
2
0
=
E
E『

gzs

g白
R
Zロ
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

然
し
友
が
ら
か
く
の
如
き
人
間
的
闘
係
と
人
間
力
と
の
間
設
法
的
聞
係
は
草
に
人
間
の
経
済
生
滑
に
限
る
も
の
で
は
左
〈
、
人
間

Marz， Zur Kritik. Vorwort. 



生
活
の
金
鍾
に
つ
い
て
凡
ら
れ
る
と
と
ろ
の
も
の
で
あ
る
c

即
ち
人
聞
を
聯
醐
づ
け
て
居
る
閥
係
友
る
も
の
は
、
乙
れ
を
一
般
的
に

云
へ
ば
制
度
で
あ
る
が
、
制
度
な
る
も
人
間
的
生
命
の
表
現
の
一
種
で
あ
る
。
乙
の
人
間
的
生
命
の
表
現
で
あ
る
と
こ
ろ
の
制
度
左

る
も
の
は
人
身
の
闘
係
を
構
成
し
、
か
く
構
成
さ
れ
た
る
人
々
の
生
命
は
、

こ
の
制
度
の
下
に
於
て
成
長
し
行
〈
の
で

b
る
。
而
も

と
の
成
長
せ
し
生
命
は
や
が
て
こ
の
制
度
の
下
に
於
て
は
、
成
長
を
繍
け
得
ざ
る
に
歪
り
・

こ
れ
を
打
破
し
て
新
な
る
制
度
を
表
現

し
、
こ
の
下
に
於
て
新
な
る
幾
展
を
績
け
て
行
く
の
ぜ
あ
る
q

マ
ル
ク
ス
が
こ
の
人
間
的
生
ゐ
と
制
度
と
山
鰐
諮
法
的
本
質
を
は
じ

め
て
明
確
に
把
握
し
た
こ
と
は
、
人
間
歴
史
の
設
展
礎
革
の
一
構
地
の
鮮
明
に
射
し
粛
一
大
怒
る
志
一
議
を
有
す
る
。
只
だ
我
h

は
と
れ
を

ず
ル
ク
ス
也
吟
ゆ
リ
る
桜
山
河
内
比
命
主
-
b
n
-
D
混
む
よ
り
人
前
町
牛
い
と
市

η
四
時
間
同
h

町
人
百
円
四
川
へ
、
街
恋
し
亡

i

;

i

l

l

-

-

t

l

J

I

l

t

-

{

3

i

f

'

i

1

 

時
'号E

す
さ，

"" 
1ー

を
.;!l~ 
す白

書.
(0 

'C" 

あ
る
。既

に
蓮
べ
し
如
く
、
人
聞
な
る
も
の
は
本
質
上
何
等
か
の
圃
民
と
し
て
存
在
し
て
居
る
の
で
あ
る
が
故
に
、

マ
ル
ク
ス
に
よ
り
明

に
さ
れ
た
生
命
と
制
度
と
の
溺
説
法
的
闘
係
は
、
こ
れ
を
岡
民
の
史
的
愛
展
に
つ
い
て
見
る
時
、
最
も
具
購
的
な
る
も
の
と
な
る
。

而
も
と
の
矯
め
に
再
び
へ

l
ヂ
ル
史
観
を
省
る
こ
と
が
必
妥
と
な
る
。

へ
I
Mヅ
ル
史
観
に
於
け
る
主
剛
院
は
形
式
上
一
仰
で
あ
る
が
、
貫
質
上
は
闘
ほ
ん
精
神
で
あ
る
と
考
へ
る
乙
と
が
出
来
る
。
却
ち
彼
は
そ

の
勝
れ
た
歴
史
研
究
に
於
て
各
閣
民
の
精
神
を
具
閥
的
に
抱
擁
し
た
の
で
あ
っ
て
、
神
は
む
し
ゐ
と
れ
等
の
諸
岡
民
精
一
神
を
統
一
す

る
と
と
る
の
原
理
と
し
て
置
か
れ
て
ゐ
る
と
見
る
と
と
が
出
来
る
叫
而
も
こ
の
凶
児
精
神
は
神
の
生
命
の
契
機
又
は
八
刀
身
と
し
て
考

へ
ら
れ

τ居
る
が
故
に
、
形
而
よ
岡
学
的
な
る
も
の
と
し
て
現
れ
て
厄
ヲ
骨
。
依
っ
て
説
々
は
こ
れ
を
人
間
的
生
命
の
現
賓
の
地
盤
よ
り

考
へ
直
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

而
も
彼
は
そ
の
道
を
興
へ
て
府
る
の
で
あ
る

G

印
ち
彼
は
次
の
如
く
に
述
べ
て
居
る
。

「
国
民
精

関

民

生

命

奥

観

第
四
十
四
巻
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八
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一
刑
は
、
そ
の
岡
兵
の
宗
教
・
政
治
組
織
・
人
倫
・
法
制
・
風
習
の
、
更
に
ま
た
そ
の
利
息

a

・
事
術
並
に
技
術
的
才
能
の
共
通
的
た
特
色
と

友
る
。
と
れ
等
の
も
の
h

特
殊
的
た
同
有
性
は
、

か
の
一
般
的
問
有
性
剖
ち
一
関
民
の
特
殊
原
則
か
ら
却
一
餅
司
E
R
o
r
g
さ
る
べ
き

で
あ
る
と
共
忙
、
逆
に
歴
史
に
於
て
見
出
さ
れ
る
と
と
ろ
の
事
質
的
左
詳
細
た
事
柄
か
ら
、

か
の
特
殊
性
の
一
般
的
な
る
も
の
が
見

出
さ
る
べ
き
で
あ
る
。
特
定
の
特
殊
性
が
事
寅
一
図
民
の
特
有
な
原
川
崎
を
成
す
と
一
エ
ふ
と
と
は
経
験
的
に
認
め
ら
れ
、
歴
史
的
友
仕

方
で
詮
明
さ
れ
ね
ば
友
ら
な
い
」
邸
ち
闘
民
精
紳
な
る
も
の
は
こ
れ
等
闘
民
的
生
命
の
表
現
ー
ー
そ
の
岡
氏
の
宗
教
・
政
治
組
織
・
人

倫
法
制
帥
風
期
間
人
料
製
品
百
術
等
の
岡
山
内
的
生
命
の
表
現
の
共
通
的
特
色
で
あ
り
、
従
っ
て
と
れ
等
表
現
在
通
じ
て
迎
併
さ
る
べ
持
そ
の

削
削
民
酌
生
命
の
個
性
で
あ
る
中

ー

;

》

1
1
E
J
日

L
I
a
-
-
J
如、

1
1
1
7
1

制

1
1引

L
、

，

L
山

】

B

4
引

A

じ
由
〈
『
「
刻
害
医
H
J
U
4
J
A
M
善
努
霊
山
阿
古
』
同
町
HJA
制
止

1
可
抗
接
寸
J
F
U
よ
U
F
t
t
t
F
S

而
も
と
の
鮪
に
於
て
も
へ

1
グ
ル
は
そ
の
道
を
輿
へ
て
居
る
。

日
く
「
園
家
に
属
す
る
各
個
人
を
し
て
生
命
あ
ら
し
め
る
図
家
の
大

切
た
原
理
は
人
倫
と
名
づ
け
ら
れ
た
。
画
家
・
そ
の
法
律
・
そ
の
制
度
は
図
民
の
模
利
で
あ
る
。
国
家
の
自
然
・
地
面
・
山
獄
・
空
気
・
河

川
は
園
民
の
土
地
・
岡
氏
の
租
園
・
図
民
の
外
的
財
産
で
る
る
。
此
閥
民
の
歴
史
は
園
民
の
行
震
で
あ
り
、
園
民
の
胞
先
が
遣
わ
り
し
も

の
は
岡
氏
に
属
し
、
そ
の
記
憶
に
於
て
生
命
を
保
つ
。
そ
れ
は
丁
度
彼
等
が
そ
の
す
べ
て
に
よ
り
所
有
さ
れ
て
居
る
如
く
、
す
ぺ
て

は
彼
等
の
所
有
で
あ
る
。
何
と
た
れ
ば
と
れ
等
す
べ
て
は
園
ほ
ん
の
賓
穂
、
そ
の
存
在
を
構
成
し
て
居
る
か
ら
で
あ
る
。
園
氏
の
親
急

は
と
れ
等
す
べ
て
の
も
の
に
よ
っ
て
充
さ
れ
て
居
り
、

そ
の
意
志
は
こ
れ
ら
の
法
律
こ
の
組
園
の
意
欲
で
あ
る
。

一
同
民
の
本
質
・

精
一
仰
を
-
な
す
も
の
は
此
成
就
せ
る
綿
鰐
で
あ
る
。
園
民
の
本
質
に
は
各
個
人
が
属
し
て
居
る
。
各
個
人
は
そ
の
園
民
の
子
で
あ
り
、

同
時
に
彼
の
園
家
が
後
展
の
過
程
に
あ
る
限
り
、
彼
の
時
代
の
子
で
あ
る
。
」
乙
L

に
そ
の
自
然
、
制
度
、
文
化
に
卸
し
て
図
民
と
し

て
の
人
聞
の
存
在
が
現
貧
的
に
把
握
さ
れ
て
居
る
。
先
づ
と
の
具
健
的
た
凶
民
の
立
揚
に
立
っ
と
と
が
必
要
で
あ
る
。

Ht:gt::l， VorleR't'!lgen uber die Philosophie der C回日bichte.(Reclam. S. 93) 



こ
の
鴎
民
な
る
も
の

L
設
展
壁
革
の
構
造
を
明
に
せ
ん
と
せ
ば
、

の
構
法
'r
北
川
に
マ
ル
ク
ス
史
観
に
就
い
て
明
に
さ
れ
た
生
命
と
制
度
と
の
滞
設
法
的
構
遣
に
嫁
ら
な
け
れ
ば
友
ら
左
い
。

へ
ー
ヂ
ル
史
観
に
就
い
て
明
に
さ
れ
し
生
命
と
表
現
と
瑚
解
と

こ
の
際
生

命
は
凶
民
的
生
命
ゼ
あ
り
、
制
度
は
国
民
制
度
で
あ
り
、
闘
民
な
る
も
の
に
於
て
は
と
の
関
民
的
生
命
が
図
民
的
制
度
に
よ
っ
て
構

成
さ
れ
て
あ
る
の
で
あ
る
。
而
し
て
前
述
せ
し
如
と
岡
氏
的
生
命
友
る
も
の
は
、
自
然
と
文
化
と
を
共
に
し
て
府
る
人
h

が
闘
民
的

共
同
感
情
に
よ
り
て
共
同
慌
的
に
結
ぼ
れ
て
居
る
と
こ
ろ
の
も
の
で
あ
り
、
と
の
岡
氏
的
生
命
は
更
に
図
家
的
主
に
枇
命
目
的
制
度
に

よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
居
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
が
却
ち
岡
民

σあ
る
。

L
K
プ
刑
制
点
h
リ
ト
k
h
H

工
お

!
1
1
I
・

J

d

が

仁

M
H
b
f
A
P
E
-ト
，

r-

ノ日

4
1
・
川

i
-
u
f
h

、、

j

士、
j

注
目
え
占
f『

3
R
-
ー
し

1
-
;
1
1
M門
北
川
交
と

I
っ
c部
点
!
し
る
3

1
F
7
4
v
u
r
B
bれ四
a
，V
訓
引
凶
凹
寸
y
F
4
4
q
t
T
H且

f
M問

t
tト

H
H
T
I
t
k
d
v

ま

m
r
f
z、
1
7

iJ " 
〈
ti~i 、
)ijγ 

J/'t " 
te:・

る
岡
民
的
生
命
は

諸
種
の
文
化
を
表
現
し
、

人
K

の
生
命
は
こ
の
文
化
の
創
造
と
理
解
を
遇
し
て
設
展
し
行
く
。

例
へ
ば
中
世
に

於
て
は
中
世
的
制
度
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
し
圃
ほ
ん
的
生
命
が
、
こ
の
制
度
の
下
に
於
で
諸
種
の
丈
化
を
創
治

τ、
主
た
と
れ
を
理
解

す
る
と
と
に
よ
っ
て
設
展
し
行
く
の
で
あ
る
。

か
〈
て
特
定
の
岡
民
的
制
度
の
下
に
於
て
、
愛
国
民
し
行
〈
岡
叫
ん
的
生
命
が
、
最
早
や
と
の
制
度
の
下
に
於
て
そ
の
韓
日
展
を
縫
績
し

得
ざ
る
に
歪
れ
る
時
は
、
と
』
に
乙
の
生
命
と
制
度
と
は
矛
盾
の
欣
態
に
進
み
入
り
、
分
裂
叫
創
立
す
る
に
至
る
の
で
あ
っ
て
、
と
れ

乙
の
国
民
的
制
度
の
婿
革
の
時
期
で
あ
る

3

例
へ
ば
古
代
の
末
期
、
中
世
の
末
期
は
即
ち
こ
の
時
期
で
あ
っ
た
が
.
市
民
社
曾
時
代

の
今
日
の
時
期
も
印
ち
こ
れ
で
あ
る
。

か
〈
て
岡
氏
的
生
命
が
自
己
と
矛
盾
封
立
に
陥
れ
る
制
度
を
打
破
し
、
新
友
る
制
度
を
友
現
し
て
こ
れ
を
以
て
自
ら
を
構
成
し
得

以
て
品
質
革
を
完
ふ
す
る
な
ら
ば
、
乙
の
新
な
制
度
の
下
に
於
て
新
な
丈
化
を
表
現
し
、
以
て
そ
の
設
展
を
積
け
行
く
の
で
あ
る
。

岡

民

生

命

史

糊

第
四
十
四
巻

今
六
九

f存

競

:tu 



図

民
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命

史

観

事存

草草

C 

第
四
十
四
巻

七
O 

か
〈
て
国
民
的
生
命
は
国
民
的
制
度
と
の
鼎
詮
法
的
闘
係
に
於
て
自
己
を
一
貫
し
て
稜
展
せ
し
め
行
〈
の
で
あ
る
。

か
〈
の
如
脅
闘
民
的
生
命
と
閑
民
的
制
度
と
の
鼎
誇
法
的
開
係
が
、
関
民
の
史
的
焚
展
の
根
本
的
構
造
で
あ
り
、
従
っ
て
乙
の
と

と
が
閥
民
史
観
の
根
本
命
題
と
友
る
の
で
あ
る
。

以
上
我
有
は
へ

1
・
ケ
ル
の
国
家
史
視
と
7

ル
ク
ス
の
枇
合
史
観
と
の
針
中
止
を
媒
介
と
し
て
、
岡
氏
史
観
の
根
本
命
題
に
到
達
し
た

が
故
に
、
進
ん
で
こ
の
根
本
命
題
を
更
に
具
閥
的
に
展
凶
し
よ
う
。

問
、
闘
民
的
艶
革
の
構
浩

と
の
国
民
の
鰐
誇
法
的
後
展
的
構
造
に
於
で
、
特
に
具
情
的
に
明
に
さ
れ
た
け
れ
ば
た
ら
た
い
と
と
ろ
の
も
の
は
、
そ
の
唆
車
期

に
於
け
る
梼
治
で
る
る
。
と
の
時
皮
革
期
に
於
て
は
、
国
民
的
生
命
が
既
存
の
制
度
を
打
破
し
、
新
友
る
制
度
を
表
現
し
以
て
自
己
を

新
に
構
成
す
る
の
で
あ
る
が
、

ζ

の
と
と
は
如
何
に
し
て
友
さ
れ
る
で
あ
ら
う
か
。

と
れ
に
つ
い
て
は
先
づ
諸
程

ω悶
民
的
制
息
の
日
ω
問
。
『
鎗
ひ
手
た
る
も
の
が
考
へ
ら
れ
怠
け
れ
ば
な
ち
た
い
。
即
ち
古
代
的
制

度
に
つ
い
て
は
貴
族
階
級
が
、
中
世
的
制
度
に
つ
い
て
は
武
士
階
級
が
、
而
し
て
現
代
の
制
度
に
つ
い
て
は
市
民
階
級
が
、
邸
ち
そ

と
の
各
の
制
度
の
携
ひ
手
と
し
て
そ
の
制
度
の
下
に
於
て
支
配
的
地
位
に
る
っ
て

れ
で
あ
る
。
而
し
て
こ
れ
等
の
階
級
の
人
々
は
、

と
の
制
度
を
砿
保
せ
ん
と
努
力
す
る
の
で
あ
る
。
故
に
或
制
度
よ
り
他
の
制
度
へ
の
閲
兵
の
進
展
が
た
さ
れ
る
が
矯
め
に
は
‘
既
存

の
制
度
の
捨
ひ
手
が
新
な
制
度
の
捨
ひ
手
に
よ
っ
て
置
き
替
へ
ら
れ
な
け
れ
ば
た
ら
た
い
の
で
あ
る
が
、
こ
の
と
と
は
如
何
に
し
て

行
は
れ
る
で
あ
ら
う
か
。

この諸種の岡民的制度については、拙稿「新I;~I民主義と閥民共同悌」本昔、一月
披第一五九貫以下参照
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へ
l
p
ル
史
観
に
於
て
は
、
歴
史
の
原
動
力
は
世
界
精
神
又
は
神
で
あ
っ
て
、

こ
の
紳
は
寅
現
の
段
階
に
達
し
た
白
己
の
理
念
を

「
英
雄
」
又
は
「
世
界
史
的
人
間
」
を
通
ヒ
て
賓
現
ず
る
も
の
で
あ
る
左
考
へ
ら
れ
た
。
卸
ゆ
り
彼
等
は
「
曾
践
的
、
政
治
的
人
間
」
で
あ
る

が
、
世
県
精
神
の
内
に
於
て
既
に
用
意
さ
れ
て
府
る
と
と
ろ
の
必
然
的
た
突
の
段
階
を
洞
察
し
、

と
れ
を
以
て
自
己
向
身
の
目
的
と

注
し
、
激
情
H
h
ヨ
号
宮
内
r
u
p
を
も
っ
て
と
れ
を
賢
現
す
る
の
で
あ
る
。
他
の
人
h

は
自
己
の
心
の
中
に
無
向
質
的
に
あ
る
内
商
性
を

乙
の
心
の
案
内
者
に
随
ふ
の
で
あ
る
。

英
雄
に
上
っ
て
向
島
凡
せ
し
め
ら
れ
、
自
ら
の
内
に
精
榊
の
抗
し
難
事
己
力
を
成
品
や
る
が
故
に
、

マ
ル
ク
ス
史
槻
に
於
て
は
、
腰
史
的
措
旧
民
の
原
動
力
は
物
的
生
産
力
で
あ
っ
て
、
枇
合
同
開
革
の
昨
代
に
於
て
は
既
存
の
生
荷
聞
係

の
下
に
於
て
油
国
民
し
来
れ
る
物
的
性
t
d
力
が
、

と
の
生
梓
闘
係
正
芳
盾
叫
目
立
の
聞
係
陀
准
み
入
t
q
o

=
コ
こ
こ
Z
E
1
h守ヨ町
4
3
1

『
工
、
芯
化

t
d
E
2
ト
と
市

J
F
自
ド
[
由
ロ

レ
仔
の
生
青
閥
係
山
山
櫓
ひ
手
と
し
て
の
有
昨
宥
階
級
に
針
寸
る
生
梓
力
の
捲
ひ
手
と
し
で
の
無
古
川
宥
附
門
級
の
階
級
州
別
立
と
し
て
現
れ

る
。
乙
の
階
級
闘
争
は
、
経
桝
枇
人
骨
H
K
於
け
る
支
配
宥
階
級
売
る
有
席
者
階
級
が
現
存
の
生
梓
開
係
キ
保
持
ぜ
ん
と
寸
ろ
に
折
し
無

産
者
た
る
被
支
配
符
階
級
が
と
れ
を
帥
変
革
し
て
新
在
生
産
闘
係
を
驚
ら
さ
ん
と
す
る
品
ず
で
あ
っ
て
、
被
支
配
者
の
勝
利
は
既
作
の
生

産
闘
係
を
崎
製
革
し
、
物
質
的
生
産
力
の
識
は
展
段
階
に
相
肢
す
る
新
左
る
生
丙
闘
係
を
成
立
せ
し
め
、

こ
れ
と
共
に
そ
の
上
居
建
築
で

あ
る
と
こ
ろ
の
一
切
の
も
の
が
時
製
革
す
る
。

へ
!
日
ゲ
ル
史
問
は
、
究
械
的
陀
は
耐
の
命
.
命
hr-
姉
樗
と
し
、
現
宵
さ
る
ぺ
寄
~
円
、
階
に
遠

山
「
る
川
酬
の
即
-
念
と
し
て
門
岡
山
川
崎
紳
内
携
び
半
売
不
「
+
4
雄
'
の
防
相
伺
で
あ
り
、
マ
ル
ク
ス
廻
悶
悶
州
的
仕
再
力
b
柊
棋
と
寸
弓
問
級

か
ぐ
て
縛
草
山
川
構
活
に
つ
い
一
一
云
へ
ば
、

市
民
視
で
あ
る

3

岡
氏
叱
慨
は
、

ζ

ハ
却
に
於
で
も
こ
の
附
史
腕
P
此
均
す
る
と
と
、
た
る

十
心
事
た
る
問
民
的
生
命
に
非
礎
づ
け
広
れ
た
ス
附
門
級
的
剖
古
川
構
迭
に
土
師
明
に
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
而
仁
で
巨
に
と
円
構
法
が

印
ち
こ
、
に
於
て
は
、
同
日
比
的
存
在
の

岡
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続

歴
史
的
事
貫
の
研
究
に
基
い
て
歴
史
家
に
よ
っ
て
逃
ぺ
ら
れ
て
居
る
が
放
に
、
先
づ
こ
の
こ
と
よ
り
見
る
。
印
ち
原
勝
郎
惇
士
は
、

そ
の
名
著
「
日
本
中
世
史
の
研
究
』
に
於
て
次
の
如
く
に
述
べ
て
居
る
。

「
抑
も
庶
民
を
眼
中
に
置
い
た
か
否
か
ピ
階
級
的
で
あ
る
な
い
の
標
準
と
な
る
の
で
は
校
く
、
卜
一
流
枇
舎
が
庶
民
を
白
八
T
等
と
ほ

遥
か
に
陥
っ
た
徒
輩
と
目
し
て
、
以
て
こ
れ
を
限
中
に
置
く
と
‘
五
ふ
こ
と
が
そ
れ
が
即
ち
立
汲
な
階
級
的
精
紳
で
あ
る
。
相
時
で
其
階

級
的
で
あ
っ
た
mm
態
か
ら
し
て
、
次
第
に
中
等
の
域
に
向
っ
て
移
り
行
〈
の
に
は
彼
の
惑
悲
と
か
、
憐
陣
中
と
か
云
ふ
や
う
に
、

己
を

先
づ
一
段
南
雪
地
位
に
楳
置
し
て
、

そ
れ
か
ら
下
に
向
っ
て
施
す
所
の
井
厚
窓
に
尽
く
こ
と
は
十
四
だ
崎
で
あ
っ
て
、
多
く
は
上
流
血
骨

寸

川
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在住
!r..こ

ど》

し

と
も
芯
い
と
限
る
ま
い
け
れ
ど
、

多
く
の
場
合
に
於
て
は
寧
ろ
強
請
に
よ
っ
て
己
む
を
得
や
表
現
せ
ざ
る
を
得
む
事
情
に
立
ち
至
急

の
で
あ
る
。

然
ら
ば
斯
る
強
請
が
時
と
場
合
と
を
揮
ぽ
ゃ
に
行
ひ
得
る
も
の
で
る
る
か
と
云
ふ
に
、

そ
れ
は
決
し
て
そ
う
で
な
い
。

強
請
と
一
去
へ
ば
少
々
語
鉢
が
あ
る
が
、

要
す
る
に
請
求
し
て
よ
い
丈
の
費
格
が
生
じ
て
然
る
後
に
し
た
請
求
で
た
け
れ
ば
、
田
県
に
共

欲
す
る
所
を
貰
徹
す
る
と
と
が
出
来
ぬ
。

下
唐
人
民
が
進

換
言
す
れ
ば
階
級
精
一
柳
を
打
破
す
る
か
、

或
は
北
川
衰
微
を
促
す
の
に
は
、

歩
し
、

向
上
し
、
共
属
す
る
閤
家
に
於
て
己
等
が
如
何
に
責
要
友
る
分
子
守
構
成
し
て
居
る
か
を
自
賛
す
る
と
と
が
最
も
必
要
で
る

る
。
喜
ん
で
上
流
よ
り
す
る
仁
愛
を
仰
智
つ
a
h

あ
る
聞
は
、

到
底
階
級
精
神
の
打
破
は
出
来
ぬ
も
の
で
あ
る
d

」
即
ち
下
唐
階
級
が
高

ま
る
と
云
ふ
こ
と
は
「
強
請
」
に
よ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
「
強
請
」
と
は
「
請
求
し
て
も
よ
い
資
格
が
生
ヒ
然
る
後
に
友
さ
れ
た
請
求
」
で

-ある。

と
の
「
資
格
」
と
は
、
と
の
階
級
が
「
共
局
す
る
画
家
に
於
て
:
:
:
重
要
な
る
分
子
を
構
成
し
て
居
る
」
こ
と
で
る
る
。

と
の
と

と
を
と
の
階
級
が
自
覚
し
て
賓
力
的
危
請
求
を
碍
摘
す
と
と
が
即
ち
「
強
請
」
で
あ
る
。

同書第四九三頁参照。附!慰筆者1) 



こ
』
に
我
々
は
歴
史
の
推
進
力
と
し
て
園
民
的
生
命
の
地
盤
に
基
礎
付
け
ら
れ
た
る
階
級
的
針
立
の
構
造
を
見
る
。
印
ち
と
の
階

級
が
新
に
「
共
属
す
る
幽
家
に
於
て
軍
裂
な
る
分
子
を
構
成
」
す
る
と
云
ふ
乙
と
は
、
こ
の
階
教
が
図
民
的
生
命
の
新
宏
る
要
求
に
容

へ
得
る
が
故
で
あ
る
。
こ
の
園
民
的
生
命
が
新
に
必
妥
と
す
る
と
と
ろ
の
も
の
を
充
し
得
る
階
級
は
、
岡
氏
的
生
命
の
支
持
を
得
て

寅
h
H
を
有
す
る
階
級
と
し
て
新
に
高
ま
り
来
る
の
で
る
る
が
‘

と
れ
と
反
封
に
と
れ
ま
で
の
支
配
者
階
級
は
舎
で
は
闘
民
的
生
命
の

要
求
に
窓
口
へ
得
従
っ
て
賓
力
を
有
し
て
居
た
の
で
あ
る
が
今
や
新
友
る
図
民
的
生
命
の
要
求
に
答
へ
得
ざ
る
も
の
と
し
て
表
へ
ざ
る

を
得
な
い
。
か
〈
て
こ
れ
圭
?
の
支
配
者
階
級
に
よ
っ
て
確
立
せ
し
め
ら
れ
支
持
さ
れ
而
し
て
ん
7

や
岡
ほ
ん
的
生
命
の
環
日
比
と
矛
盾
す

る
に
五
れ
る
従
来
の
制
成
は
u

川
併
し
行
く
と
共
に

新
に
尚
宏
り
来
れ
る
階
級
に
上
っ
て
湖
民
的
生
命
の
必
嬰
と
す
る
新
た
制
度
が

成
立
護
展
確
立
せ
し
め
ら
れ
る
。

か
く
の
如
く
に
し
て
支
配
者
階
級
の
交
替
と
制
度
の
建
革
と
は

図
民
的
生
命
の
地
盤
に
於
て
行

は
れ
る
の
で
あ
る
。

か
〈
て
国
民
的
進
展
の
究
極
の
原
動
力
は
図
民
的
生
命
で
る
る
と
云
ふ
と
と
が
問
来
る
の
で
あ
っ
て
、

と

t
h
k

園
民
生
命
史
概
た
る
所
以
の
も
の
が
、
見
ら
れ
得
る
の
で
あ
る
。
今
こ
の
こ
と
を
古
代
よ
り
中
世
へ
の
愛
車
的
構
法
に
つ
い
て
見
れ

ぽ
、
先
づ
氏
族
共
同
鱒
が
闘
民
輩
枕
に
ま
で
擬
犬
さ
れ
た
古
代
の
園
民
枇
舎
に
於
て
は
、
こ
れ
ま
で
枇
合
的
秩
序
の
碁
礎
を
友
せ
し

民
族
的
共
同
感
情
は
弐
第
に
稀
薄
と
な
り
来
り
、
か
く
て
枇
曾
の
秩
序
は
究
第
に
乱
れ
、
闘
民
の
生
活
は
撹
飢
さ
る
k
に
至
る
。
か

く
て
こ
の
国
民
枇
曾
の
治
安
を
維
持
す
る
こ
と
が
国
民
的
生
命
に
と
っ
て
今
や
何
よ
り
も
重
要
と
な
り
来
る
の
で
る
る
が
、
而
も
こ

の
こ
と
は
、
外
的
強
力
的
に
昂
局
さ
れ
た
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

か
く
て
何
よ
り
も
武
力
友
る
も
の
が
、
必
要
と
せ
ら
れ
る
に
至
る
。
こ

れ
ま
で
の
支
配
者
階
級
す
る
っ
た
貴
族
階
級
は
、
こ
の
新
な
岡
氏
の
要
求
を
充
た
し
得
な
い
が
故
に
、
認
に
と
の
要
求
を
若
た
し
得

る
武
士
階
級
が
新
に
撞
頭
し
て
支
配
的
地
位
に
登
り
、
封
建
的
制
度
な
る
も
の
を
成
立
発
展
確
立
せ
し
め
、
国
民
的
生
命
は
と
の
封

園

民

生

命

史

翻
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四
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闘
-
民
生
命
史
観

第
四
十
四
巻

=
一
七
四

第
三
日
田

四

建
的
制
度
の
秩
序
の
下
に
於
て
新
に
そ
の
愛
国
民
を
績
け
て
行
〈
の
で
あ
る
。

五
、
園
民
生
命
史
観
と
日
ホ
閤
民
史

要
す
る
に
歴
史
観
た
る
も
の
は
、

暦
史
的
高
岡
展

ω
本
質
的
構
迭
を
明
に
す
る
も
の
で

b
る
が
、

後
民
た
る
も
の
は
開
単
な
る
礎
化

〈
凸
』
位
口
込
町
『
己
口
同

で
も
な
く
軍
た
る
不
畿
で
も
な
く
、
そ
れ
は
媛
っ
て
開
設
ら
さ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
と
に
於
て
は
鑓
る
も
の
と
費
ら

か
る
も
の
と
が
統
一
主
れ
て
滑
る
の
で
あ
る
。
従
っ
と
腔
史
問
の
性
質
は
こ
の
縫
る
も
の
と
、
時
処
ら
古
る
も
の
と
、

に
の
同
者
の
閲
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寸
、
ト
h

f
u
t
-
-ー

コ

1

〉
]
手
;
[
)
〉
:

討
H
H
，rd
台
正

a
Z
Z
J
q
R
E
E
-〈
t
v
司

ト日

l
h
H
u
f
(
:
ド

〉

日

f

[

B

f
g豆
一
七
五
じ
刑
吉
之
一
イ
額
百
若

も
の
に
於
て
、
生
命
と
表
現
と
川
崎
性
れ
締
法
に
よ
り
結
ぼ
れ
て
居
る
。

マ
ル
ク
λ

史
観
に
於
て
は
、
「
生
搾
諸
州
聞
係
の
綿
織
」
で
る
る
と
と
ろ
れ
「
枇
舎
の
粧
品
川
的
構
浩
」
が
人
間
歴
史
の
「
異
質
の
土
蓋
」
で

と
の
可
師
史
的
な
る
も
の
が
物
質
的
生
高
力
た
る
不
愛
た
る
も
の
に
於
て
統
一
さ
れ
、
同
者
は
設
展
し
行
く
質
料
に
到
し
と
れ

あ
り
、

を
助
比
し
又
た
束
縛
す
る
形
相
の
闘
係
に
よ
っ
て
結
ぼ
れ
て
居
る
U

而
も
と
の
雨
史
観
に
於
け
る
根
本
原
型
は
共
に
人
間
庇
史
を
他

律
的
な
る
も
の
と
す
る
。
郎
ち
へ
ー
が
ル
史
視
の
榊
が
人
聞
の
歴
史
を
必
然
的
に
決
定
す
る
の
み
た
ら
守
、

マ
ル
ク
ス
史
親
の
物
的

生
時
力
に
よ
っ
て
も
人
間
歴
史
は
自
然
必
然
的
に
決
ど
さ
れ
る
の
で
あ
っ
て
.
粧
品
川
枇
舎
の
愛
展
法
則
は
1

織
の
如
き
必
然
性
一
F
2
5

2
0
Z
2
5
rリ

-vを
も
っ
て
作
川
し
、
自
己
を
首
徹
す
る
諸
傾
向
で
あ
弘
v

」
而
し
て
「
人
聞
は
:
・
:
:
・
一
定
の
、
必
然
的
の
、
彼
等
の

意
ぶ
よ
り
狽
立
せ
る
、
諾
闘
係
を
す
た
は
ち
彼
等
の
物
質
的
生
産
詰
力
の

一
定
の
殻
展
段
階
に
趨
臆
す
る
止
と
る
の
生
時
一
諸
闘
係

を
、
興
へ
ら
れ
た
る
も
の
と
し
て
受
け
と
る
」
か
く
て
へ

1ML史
観
の
仲
か
・
骨
骨
白
闘
に
針
し
と
れ
は
骨
か
ん
町
一
昨
hr悶
で
あ
る
。

我々はyy^トテレス I亡於ける質料 Materie と杓形 Form との闘係を 7 ル

クスのm;'.lteridleProduktionskr五fte とProril.l ct:~l k tiin)1S verb.1J tnisseとの閥係に於
て動的マ隻展的に見る。マルクス自身、生産附怖を物質的生査カとの婦持法的関
係に於てその軍基展を助長する EntwL~_kl n日!i.rl川 111 として又はこれと矛盾する
Gesellsch，rtsform等として現はして居る。本論文第八頁参照
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か
く
て
こ
の
柄
史
観
の
上
に
於
て
は
、
人
間
の
貫
践
友
る
も
の
は
具
鰐
的
在
意
味
に
於
て
は
許
さ
れ
ぬ
と
と
?
放
る
。

か
く
て
我
K

は
歴
史
の
根
本
構
法
を
具
腿
的
友
る
人
間
一
行
在
自
身
の
中
に
求
め
て
、
一
川
の
歴
史
観
と
物
の
歴
史
観
に
剥
し
、
買
に

人
聞
の
歴
史
観
を
立
て
た
け
れ
ば
泡
ち
た
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
園
H
A
史
槻
た
る
も
の
は
人
聞
の
最
も
具
般
的
友
る
存
在
で
あ
る
と

と
ろ
の
関
民
的
存
在
白
棋
の
中
に
歴
史
の
根
本
構
迭
を
求
め
た
の
で
あ
る
c

而
し
て
園
民
在
る
も
の
に
於
て
同
氏
的
共
同
感
情
に
よ

っ
て
共
同
般
的
に
絡
ば
れ
た
る
人
間
の
存
在
と
し
て
の
国
民
的
生
命
が
士
蚕
を
な
し
、

っ
て
構
成
さ
れ
で
居
る
が
放
に
、
と
の
闘
対
的
生
命
を
麗
ら
ざ
る
棋
本
原
却
と
な
し
、

こ
れ
が
史
に
国
家
的
並
に
枇
曾
的
制
度
に
よ

ζ

れ
と
可
制
史
的
た
る
悶
民
的
制
度
と
の
賠
説

k
.
h
J割
削

E
h
r
Z
」工
J
C
、

-Jι
，
白
両
日
よ
b
v
b
E
C

，
v
(

、百人
聞
の
間
同
詮
法
史
観
と
し
℃
の
調
民
生
命
史
観
が
成
U
立
っ
た
の

σあ
る

3

か
く
の
如
き
歴
史
観
が
間
早
な
る
理
念
で
は
左
〈
現
賓
の
歴
史
の
構
造
で
る
る
こ
と
は
、

具
醐
閥
的
友
る
園
民
に
於
て
最
も
明
に
見
ら

れ
得
る
の
で
る
る
。
印
ち
外
部
よ
り
の
撹
乱
原
因
に
よ
り
そ
の
一
貫
せ
る
愛
展
的
構
造
が
破
壊
さ
れ
し
園
民
は
、
具
惜
在
る
闘
民
と

は
云
ひ
得
た
い
の
で
る
っ
て
、
か
〈
の
如
き
撹
乱
原
因
た
く
し
て
、
岡
氏
が
図
民
と
し
て
の
本
質
的
議
反
を
一
貫
す
る
も
の
が
、
却

ち
具
鰭
的
を
図
民
で
あ
る
。
か
、
る
図
民
史
の
溌
展
は
、
国
民
の
本
質
的
・
恋
愛
展
的
構
池
町
ち
務
長
的
現
想
引
に
段
も
涯
き
も
の
で

あ
る
・
現
存
せ
る
岡
氏
に
つ
い
て
と
れ
を
見
れ
ば
、
我
園
民
が
か
L
る
意
味
に
於
て
最
も
具
鶴
的
た
る
園
民
友
る
が
故
に
、
こ
の
と

と
を
我
岡
氏
史
の
務
展
に
つ
い
て
見
ょ
う
。

即
ち
闘
民
た
る
も
の
は
氏
族
共
同
鰹
的
に
存
在
す
る
人
々
が
国
民
共
同
開
的
に
統
一
さ
れ
る
と
と
に
よ
っ
て
成
立
つ
の
で
あ
る
が

我
園
民
史
に
於
て
も
、
古
く
よ
り
氏
族
共
同
鱈
が
あ
っ
た
と
考
へ
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、

と
れ
が
次
第
に
擦
大
す
る
と
共
に
族
長
の

支
配
檎
は
強
化
し
て
行
っ
た
。
と
の
民
族
園
陸
の
長
の
支
配
に
属
せ
し
土
地
並
に
人
民
が
、
大
化
の
改
新
に
於
で
、
王
土
王
氏
と
た

園
民
生
命
民
翻

第
四
+
四
巻

一
七
五

第

挽

五

拙稿『新国民主義と閥民共同惜」はこりこと史明にすることを眼目とした。
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園

民

生

命

史

観

第
四
十
四
巻

七
，、

苦手

枕

ム
ノ、

っ
た
時
、
氏
族
共
同
健
は
遂
に
同
四
民
軍
位
ま
で
抜
大
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
十
紙
に
天
皇
を
「
家
長
」
と
す
る
日
本
の
同
民
共
同
穏
が
は
じ

め
て
成
主
し
た
の
で
あ
っ
て
、
経
情
的
制
度
に
於
て
も
民
族
村
落
に
於
て
行
は
れ
て
底
究
と
考
へ
ら
れ
る
同
制
が
闘
民
軍
位
に
ま
で

城
大
さ
れ
、
園
日
向
車
位
に
於
け
る
班
国
牧
授
の
法
と
し

τ行
は
れ
た
の
で
あ
る
。
と
の
踏
民
北
九
回
樫
は
か
く
て
倫
ほ
氏
族
的
性
格
を

有
し
て
い
わ
が
放
に
篠
原
氏
は
こ
の
氏
族
的
原
理
に
基
い
て
天
皇
の
外
戚
と
し
て
岡
家
の
権
力
的
支
配
を
掌
る
に
至
っ
た
。
而
も
一
六

と
の
貴
族
階
級
の
支
配
の
下
に
於
て
前
漣
せ
し
如
〈

h

，
治
安

阜
の
図
民
共
同
鵠
の
中
心
と
し
て
の
地
位
に
は
何
等
援
り
友
か
っ
た
。

が
保
ち
得
A
V
武
力
的
支
配
佐
必
要
と
す
る
に
返
っ
て
、
関
東
武
士
が
新
に
支
配
的
地
位
に
芥
huvtmu
封
建
的
制
皮
を
成
ム
仏
政
展
せ
し

め
や
い
。
川
も
我
闘
に
於
可
以
と
の
武
士
的
支
配
も
同
封
北
ハ
同
隈
hu
分
化
議
旧
民
に
一
週
科
止

L
て
国
民
共
同
胞
の
出
心
と
し
て
の
天

皐
一
よ
り
の
委
任
の
M
M
に
於
て
成
立
っ
た
の
?
あ
っ
て
、
従
っ
て
封
建
的
制
度
な
る
も
の
も
凶
民
共
同
騨
の
上
に
成
立
っ
て
居
た
の
で

あ
る
。
而
し
て
と
の
天
皇
よ
り
の
征
夷
大
賂
軍
任
命
の
形
式
は
封
建
的
支
配
の
全
盛
期
で
あ
る
徳
川
時
代
を
遁
じ
て
務
ら
な
か
っ
た

の
で
あ
る
。
こ
巴
主
に
我
国
民
史
に
於
け
る
園
民
共
同
惜
の
一
貫
性
が
封
建
時
代
に
つ
い
て
も
見
ら
れ
る
の
で
あ
る

d

と
の
徳
川
時
代
の
末
期
に
於
て
こ
れ
ま
で
鎖
岡
的
で
あ
っ
た
日
本
の
同
氏
枇
舎
が
、
西
欧
の
資
本
主
義
的
諸
国
と
接
備
す
る
に
至

っ
た
際
、
岡
民
的
生
命
の
何
よ
り
も
必
要
と
せ
し
と
と
は
、
今
や
東
洋
の
諸
国
を
弐
第
に
殖
民
地
化
し
つ
k
逃
み
来
れ
る
と
れ
等
間

欧
諸
凶
に
到
し
て
我
園
民
的
存
在
を
確
保
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
而
も
ん
7

や
波
落
に
瀕
せ
る
幕
府
に
は
最
中
や
こ
の
岡
民
的
生
命
の

要
求
に
答
へ
る
力
は
な
か
っ
た
。

こ
れ
が
矯
め
に
は
分
襟
を
以
て
本
質
と
す
る
封
建
的
制
度
を
否
定
し
て
真
に
統
一
的
た
中
央
集
棒

的
問
問
家
を
確
立
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
っ
た
。
こ
の
と
と
は
日
本
の
図
民
共
同
慢
の
一
貫
せ
る
中
心
を
な
せ
る
天
皇
を
中
核
と
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
徹
底
的
に
な
さ
れ
得
る
と
こ
ろ
の
も
の
で
あ
っ
た
寸
。

か
〈
亡
封
建
制
度
の
下
に
於
て
不
平
を
有
せ
る
下
居

内同銀蔵、『日本経済史の研究』並I~o iNj稿「琉7:jtl.~・於ける村落共同控と我岡民
理想としての j"i民共同悌」本誌第竺十六巻第一切:参照。
附言。拙稿「新岡民主義と岡民共同償」本誌-JJ~i第一六O頁に民族的』ある
は民族的の誤字につきこ~ 1:訂正する。
本論室長 j-六頁
プルーノ・タウド著[l=ツポン」に於ては建築なる文化的表現在中心として我園
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武
士
階
級
の
人
々
は
だ
由
主
此
に
そ
の
刷
用
閣
の
公
郷
を
中
心
と
し
て
相
結
ん
で
、
封
建
枇
舎
の
支
配
荷
と
し
て
の
幕
府
に
抗
争
す
る
に

至
っ
た
が
、
幕
府
は
途
に
乙
れ
に
抗
し
得
や
し
て
大
政
を
天
皇
K
奉
還
せ
ざ
る
を
符
ざ
る
比
重
っ
た
の
で
あ
る
。
か
く
て
中
央
集
権

的
閣
家
が
成
立
し
て
自
己
の
存
在
を
確
保
し
得
た
我
閲
民
的
生
命
は
.
更
に
問
欧
の
諸
資
本
主
義
闘
に
追
ひ
付
く
と
と
を
必
要
と
し

た
が
故
に
.

乙
の
檎
力
的
凶
出
家
は
資
本
主
義
的
枇
A
W
H

の
設
展
を
催
泣
せ
ん
が
矯
め
に
京
商
+
+
L

義
的
政
策
を
遂
行
し
た
。

か
く
て
岡
家

の
保
護
助
長
の
下
に
資
本
主
語
枇
人
帥
円
が
授
建
す
る
に
つ
れ
そ
の
利
毎
を
代
表
す
る
に
政
翼
的
勢
力
が
次
第
に
高
ま
り
来
旬
、

こ
れ
ま

で
岡
」
米
構
力
の
捲
留
者
と
な
っ
て
M
h

た
議
閥
的
努
力
を
失
第
に
泣
き
惇
へ
て
行
っ
た
a

而
ち
と
の
政
党
の
行
動
が
資
本
次
階
級
の
利

日
仕
に
偏
し
て
凶
片
的
生
命
山
必
水
L

一
一
十
周
す
る
に
去
る
や
、
岡
山
山
的
刷
、
む
は
こ
れ
よ
り
は
た
れ
て
政
誌
の
文
配
力
は
表
へ
亡
行
っ
た
。

ζ

の
時
に
首
っ
て
軍
部
が
、
政
業
政
治
の
芥
を
な
ら
し
岡
民
生
前
の
吃
賓
を
叫
ん
で
な
っ
た
が
肢
に
次
第
に
政
治
的
支
配
の
地
伏
に

高
ま
り
来
っ
た
。
而
も
既
成
政
窯
が
本
米
資
本
七
義
的
ぃ
札
場
の
拾
ひ
手
で
あ
る
が
如
〈
、
軍
部
は
本
米
閥
次
卜
k

義
的
立
場
の
捨
ひ
千

で
あ
る
。

か
〈
て
今
日
の
同
党
革
期
に
於
て
も
同
氏
的
生
命
の
震
の
設
展
は
、
凶
民
的
生
命
白
燃
の
新
友
る
昂
揚
に
よ
っ
て
川
市
げ
ら
れ

友
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
次
第
に
明
と
左
り
つ
、
あ
る
。

か
く
の
如
〈
我
岡
氏
史
の
焚
展
に
於
て
、
諸
積
の
閥
次
並
に
一
枇
A
M
M

の
制
目
皮
の
判
断

d

一
・
迭
を
通
じ
て
、

一
貫
し
て
艇
り
た
き
本
聞
は
‘
白
一
ヰ

室
を
中
心
と
し
て
共
同
閥
的
に
構
成
さ
れ
て
庇
る
剛
氏
的
生
命
で
あ
っ
て
、

こ
の
岡
民
的
生
命
は
こ
の
際
史
的
溌
展
を
通
し
て
袋
L
R

確
立
し
自
覚
的
に
高
ま
り
来
っ
た
の
で
あ
る
。

岡

民

生

命

史

観

第
四
十
四
巻

七

三
七
七

第

畿
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